
▽
平
成
２３
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

歳
入
３６３
億
４
２
６
２
万
３
４
１

９
円
、
歳
出
３５２
億
２
３
７
４
万
２４２

円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な
も
の

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２３
年
度
朝
霞
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

歳
入
１１５
億
２
９
５
８
万
５
８
５

６
円
、
歳
出
１０８
億
８
９
８
３
万
７

３
２
９
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当

な
も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で

す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２３
年
度
朝
霞
市
朝
霞
都
市

計
画
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

歳
入
１６
億
４
３
７
２
万
２
５
３

９
円
、
歳
出
１５
億
７
２
４
４
万
１

７
７
３
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当

な
も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で

す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２３
年
度
朝
霞
市
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

歳
入
４７
億
２０６
万
９
５
６
７
円
、

歳
出
４６
億
６
３
２
０
万
４
２
３
６

円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な
も
の

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２３
年
度
朝
霞
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

歳
入
８
億
３
８
０
２
万
１
３
４

３
円
、
歳
出
８
億
３
１
７
９
万
９

９
２
２
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当

な
も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で

す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２３
年
度
朝
霞
市
水
道
事
業

会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

利
益
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
当

年
度
末
処
分
利
益
剰
余
金
か
ら
、

減
債
積
立
金
お
よ
び
建
設
改
良
積

立
金
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
円
を
積
み

立
て
る
も
の
で
す
。

平
成
２３
年
度
の
水
道
事
業
会
計

決
算
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収
入

額
２１
億
５
９
６
２
万
７
３
７
１
円
、

収
益
的
支
出
額
１９
億
４
５
４
５
万

７
３
９
９
円
、
資
本
的
収
入
額
３３８

万
６
５
０
０
円
、
資
本
的
支
出
額

６
億
２
０
６
１
万
５
８
４
７
円
で

す
。な

お
、
収
入
額
が
支
出
額
に
対

し
て
不
足
す
る
額
は
、
当
年
度
分

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
資
本

的
収
支
調
整
額
、
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
、
減
債
積
立
金
で

ほ
て
ん

補
填
し
、
こ
の
決
算
を
正
当
な
も

の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
及
び
認
定（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２４
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額
は
３
億
７
５
０
８
万
５

千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
３５８

億
９３０
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
特

例
交
付
金
を
減
額
し
、
地
方
交
付

税
、
県
支
出
金
、
財
産
収
入
、
繰

越
金
、
諸
収
入
な
ど
を
増
額
し
て

い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
市
庁
舎
、

市
民
会
館
の
整
備
方
針
を
検
討
す

る
た
め
の
経
費
や
、
栄
町
、
泉
水

保
育
園
の
耐
震
補
強
に
要
す
る
経

費
、
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
に
使
用

す
る
ワ
ク
チ
ン
が
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
経

費
な
ど
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

平
成
２４
年
度
朝
霞
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）補

正
額
は
８
億
９
９
０
９
万
４

千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
１２４

億
３
９
１
０
万
３
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
前
期
高

齢
者
交
付
金
、
療
養
給
付
費
等
負

担
金
、
繰
越
金
な
ど
を
増
額
し
て

い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
医
療
費

の
伸
び
等
を
勘
案
し
、
療
養
給
付

費
、
高
額
療
養
費
の
増
額
。
ま
た
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の

支
払
額
確
定
通
知
に
基
づ
き
後
期

高
齢
者
支
援
金
を
増
額
し
、
前
期

高
齢
者
交
付
金
、
老
人
保
健
拠
出

金
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

平
成
２３
年
度
各
会
計
決
算

な
ど
２１
議
案
を
審
議

平
成
２４
年
第
３
回
朝
霞
市
議
会
定
例
会
は
、
８
月
３０
日
か

ら
９
月
２６
日
ま
で
の
２８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
の
追
加
議
案
を
含
む
２０
議

案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案

を
可
決
・
認
定
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
が
１
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
慎

重
に
審
議
し
た
結
果
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

平
成
２４
年
度
朝
霞
市
朝
霞
都
市
計

画
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
は
、
決
算
に
伴
い
、

前
年
度
繰
越
金
を
１
７
１
５
万
５

千
円
増
額
し
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
を
１
７
１
５
万
５
千
円
減

額
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

平
成
２４
年
度
朝
霞
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
額
は
２
億
３
５
０
９
万
７

千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
４６

億
４
９
８
５
万
８
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
過
年
度

の
精
算
に
伴
い
国
庫
支
出
金
、
支

払
基
金
交
付
金
、
県
支
出
金
、
繰

入
金
を
増
額
し
、
前
年
度
繰
越
金

の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
前
年
度

決
算
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
保
険

給
付
費
支
払
基
金
積
立
金
な
ど
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

平
成
２４
年
度
朝
霞
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）補

正
額
は
６２２
万
１
千
円
の
増
額

で
、
予
算
総
額
は
９
億
５
２
１
４

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
前
年
度

決
算
額
の
確
定
に
よ
り
、
繰
越
金

を
増
額
し
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
一
般
会

計
へ
の
返
還
分
と
し
て
、
繰
出
金

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
防
災
会
議
条
例
及
び
朝

霞
市
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴

い
、
防
災
会
議
の
諮
問
的
機
関
と

し
て
の
機
能
が
強
化
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
防
災
会
議
の
所
掌
事
務

に
市
長
の
諮
問
に
応
じ
重
要
事
項

を
審
議
す
る
こ
と
を
追
加
す
る
も

の
で
す
。原

案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
保
育
園
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

浜
崎
保
育
園
の
移
転
改
築
に
伴

い
、
位
置
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
及
び
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
長
、
副
市
長
お
よ
び
教
育
長

の
給
料
月
額
を
減
じ
る
特
例
措
置

に
つ
い
て
、
厳
し
い
経
済
情
勢
や

本
市
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
平

成
２５
年
３
月
１６
日
ま
で
引
き
続
き

実
施
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
女
性
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
条
例

男
女
平
等
の
推
進
に
関
す
る
施

策
を
実
施
し
、
市
民
等
の
男
女
平

等
の
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
朝

霞
市
女
性
セ
ン
タ
ー
の
設
置
お
よ

び
管
理
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で

す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

市
道
第
４２
号
線
に
つ
い
て
、
根

岸
台
５
丁
目
土
地
区
画
整
理
事
業

で
、
新
た
に
道
路
を
築
造
し
た
こ

と
に
伴
い
、
終
点
に
変
更
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
第
４２
号
線
に
つ
い
て
は
、

終
点
の
変
更
に
伴
い
認
定
す
る
も

の
、
市
道
１
８
０
０
号
線
か
ら
市

道
第
１
８
０
３
号
ま
で
の
４
路
線

に
つ
い
て
は
、
新
設
道
路
を
認
定

す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
関
す

る
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

任
期
満
了
と
な
る
次
の
方
を
、

再
び
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

す
ず
き

や
す
よ

鈴
木

泰
代
さ
ん

同
意
（
全
会
一
致
）

▽
教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
関
す

る
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
次

の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
を

求
め
る
も
の
で
す
。
ひ
ら
き

み
ち
こ

平
木

倫
子
さ
ん

同
意
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２４
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

補
正
額
は
４１０
万
４
千
円
の
増
額

で
、
予
算
総
額
は
３５８
億
１
３
４
１

万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
は
、
志
木
市
立
市

民
病
院
が
小
児
救
急
事
業
か
ら
撤

退
し
た
た
め
、
埼
玉
病
院
が
慶
応

義
塾
大
学
医
学
部
か
ら
小
児
科
医

の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

朝
霞
地
区
の
小
児
救
急
医
療
体
制

の
充
実
を
図
る
た
め
、
埼
玉
県
と

朝
霞
地
区
４
市
が
、
大
学
医
学
部

に
寄
付
講
座
を
設
置
す
る
た
め
の

負
担
金
を
支
出
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

※

掲
載
内
容
は
第
３
回
定
例
会

時
点
で
の
も
の
で
す
。
制
度
改
正

等
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。第

３
回
定
例
会
の
一
般
質
問
の

内
容
は
、
広
報
あ
さ
か
１１
月
１５
日

号
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

議
案
審
議

議
案
第
４３
号

朝
霞
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
２３
年
度
一
般
会
計
保

健
衛
生
費
・
が
ん
検
診
事

業
に
つ
い
て

○
岡
﨑
和
広
議
員

平
成
２４
年
度

（
今
年
度
）
よ
り
、
が
ん
検
診
が

一
部
有
料
化
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
無
料
で
受
診
で

き
て
い
た
も
の
が
、
有
料
化
に
な

る
こ
と
に
よ
り
、
受
診
率
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

が
ん
撲
滅
に
は
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
非
常
に
重
要
で
す
。
朝

霞
市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
た

め
に
も
、
が
ん
検
診
を
無
料
化
に

戻
す
こ
と
を
検
討
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
。

○
市
長

現
在
、
朝
霞
市
で
は
、

厚
生
労
働
省
の
指
針
に
定
め
ら
れ

た
対
象
年
齢
を
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、

乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
で
１０
歳

下
げ
た
設
定
に
し
て
い
ま
す
。
子

宮
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
に
お
い
て

は
、
実
施
回
数
を
隔
年
実
施
か
ら

毎
年
実
施
す
る
等
の
上
乗
せ
で
実

施
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
診

環
境
に
つ
い
て
は
指
針
な
ら
び
に

他
市
よ
り
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
、

が
ん
検
診
に
か
か
る
経
費
も
年
々

議会だより 
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増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
経
費
が

増
え
る
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
、

受
診
環
境
の
設
定
を
下
げ
る
こ
と

で
補
う
の
か
、
現
在
の
受
診
環
境

を
継
続
し
て
一
部
自
己
負
担
を
導

入
す
る
こ
と
で
補
う
の
か
を
熟
慮

し
た
結
果
、
一
部
の
年
齢
の
方
々

が
受
診
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
回

数
の
削
減
を
す
る
よ
り
も
、
平
等

に
自
己
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と
で

実
施
す
べ
き
と
し
て
判
断
を
し
た

も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ

は
自
己
負
担
を
始
め
て
ま
だ
１
年

目
で
す
の
で
、
今
後
の
状
況
を
見

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
は
無
料
に
戻
す
こ
と
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
「
憩
い
の
湯
」
の
不

具
合
に
つ
い
て
瑕
疵
担
保

（
修
補
）
請
求
し
な
か
っ

た
の
か

○
小
山
香
議
員

「
憩
い
の
湯
」

は
、
平
成
９
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン

し
、
平
成
１７
年
に
不
具
合
発
生
、

翌
平
成
１８
年
よ
り
休
業
中
で
あ
る
。

建
設
費
約
９
億
円
に
対
し
、
改
修

に
約
８
億
円
か
か
る
と
い
う
。
不

具
合
発
生
時
、
建
築
後
１０
年
以
内

の
た
め
、
業
者
は
自
己
の
負
担
で

改
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
原
因
作
出
の
相
手

が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
建
築
関
係

者
全
員
を
相
手
に
し
て
で
も
、
訴

訟
を
起
こ
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。
民
法
上
の
瑕
疵
担
保
責
任
を

追
及
で
き
た
の
に
し
な
か
っ
た
当

時
の
責
任
者
に
問
題
は
な
か
っ
た

か
。

○
副
市
長

ま
ず
、
原
因
が
特
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
地
盤
沈
下
が
原

因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
施
工
ミ

ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
議
員
が
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
施
工
ミ
ス
を
前

提
に
損
害
だ
と
い
う
こ
と
が
い
え

る
だ
け
の
確
た
る
証
拠
は
な
い
わ

け
で
す
。
よ
く
そ
こ
を
詰
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
一

つ
原
因
だ
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、民
法
上
で
は
、施
工
が
不

良
だ
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
も
の

が
な
い
の
に
、
ど
う
い
う
形
で
そ

れ
を
言
え
る
か
、
今
で
も
大
き
な

疑
問
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
は
思
い

ま
す
。
た
だ
、
具
体
的
に
現
場
で

そ
う
い
う
不
具
合
が
生
じ
た
と
い

う
の
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
は
今
後
改
修
す
る
に
あ
た
っ

て
も
、
そ
の
点
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
や
っ

ぱ
り
大
き
な
課
題
点
の
一
つ
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
万

が
一
そ
う
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た
段
階
で
は
、
そ
の
都
度
議
員

の
皆
さ
ま
に
も
お
諮
り
し
な
が
ら
、

適
正
な
措
置
と
い
う
こ
と
は
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
の
発
注
工
事
の
品
質
向

上
の
た
め
に

○
山
口
公
悦
議
員

昨
年
行
わ
れ

た
公
共
事
業
の
工
事
成
績
評
価
を

見
ま
す
と
、
市
の
基
準
を
下
回
る

６５
点
以
下
が
１
件
で
す
が
、
６０
点

台
は
２
件
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
７５

点
以
下
の
ワ
ー
ス
ト
１５
の
中
に
同

じ
業
者
が
３
件
、
さ
ら
に
工
事
の

半
数
が
学
校
関
係
で
す
。
途
中
点

検
が
十
分
に
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、

品
質
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ま
す
。
抜
本
的
な
対
応
策
を
求

め
ま
す
。

○
副
市
長

工
事
の
品
質
を
高
め

る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
そ
れ
に
携

わ
る
者
の
技
術
力
、
人
材
の
確
保

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

あ
る
い
は
人
材
の
育
成
と
い
う
こ

と
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
の
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
品
質
を
高
め

る
う
え
で
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

一
番
確
か
な
の
は
や
は
り
複
数
の

目
で
履
行
確
認
を
す
る
体
制
を
と

る
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
心
が
け
て

い
ま
す
。
検
査
の
際
は
、
な
る
べ

く
２
名
以
上
の
検
査
員
で
現
場
や

工
事
関
係
書
類
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
完
成
検
査
の
際
に
は
、
よ
い

点
、
悪
い
点
に
つ
い
て
受
注
者
に

対
し
て
講
評
を
行
い
、
次
回
に
改

善
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
検
査
部
門
だ
け
で

な
く
、
現
場
に
直
接
携
わ
る
監
督

員
の
資
質
の
向
上
も
図
る
こ
と
が

重
要
と
い
う
観
点
か
ら
、
契
約
や

設
計
・
検
査
な
ど
に
つ
い
て
の
研

修
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
公
共

工
事
の
品
質
を
高
め
て
い
く
こ
と

は
、
市
の
よ
り
よ
い
財
産
の
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
一
層
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
案
第
４９
号

平
成
２４
年
度
朝

霞
市
一
般
会
計
補
正
予
算

庁
舎
耐
震
化
の
検
討
に
つ

い
て

○
黒
川
滋
議
員

今
回
補
正
予
算

に
計
上
さ
れ
て
い
る
庁
舎
等
整
備

方
針
検
討
委
員
会
の
設
置
の
関
連

費
用
１０４
万
円
は
、
市
庁
舎
等
の
耐

震
化
を
検
討
す
る
予
算
で
す
が
、

新
築
、
耐
震
ま
た
は
免
震
な
ど
の

耐
震
化
の
方
法
を
、
ど
の
よ
う
に

決
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

新
築
と
な
れ
ば
市
民
の
抵
抗
感

は
強
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
検
討
会

と
市
長
の
判
断
だ
け
で
結
論
を
決

め
れ
ば
反
発
は
強
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
耐
震
化

は
急
務
で
す
。
財
政
難
で
も
あ
り
、

市
民
に
納
得
で
き
る
結
論
の
出
し

方
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

○
市
長

庁
舎
等
整
備
方
針
検
討

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
私
も
去
年

ま
で
は
、
庁
舎
、
市
民
会
館
の
耐

震
化
、
建
て
替
え
に
は
非
常
に
費

用
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、
じ
っ
く

り
時
間
を
か
け
て
検
討
す
べ
き
も

の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

震
災
が
あ
り
、
災
害
対
策
本
部
と

な
る
市
役
所
あ
る
い
は
市
民
会
館

に
つ
い
て
も
非
常
に
人
が
多
く
集

ま
る
施
設
で
す
の
で
、
な
る
べ
く

早
く
耐
震
化
を
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
必
要
性
を
強
く
感
じ

た
と
こ
ろ
で
す
。

検
討
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
３
回
ほ
ど
の
会
議
の
予
算
を

と
っ
て
い
ま
す
が
、
当
然
専
門
的

な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
く
わ
け

で
す
の
で
、
そ
の
３
回
で
は
難
し

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
早
目
に
、
私
と
し
て
は

１
年
を
め
ど
に
検
討
し
て
い
た
だ

く
の
が
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
も
、
い

ろ
い
ろ
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
す

の
で
、
一
つ
の
結
論
で
な
く
て
、

二
つ
な
り
い
く
つ
か
の
提
言
を
い

た
だ
い
て
、
そ
の
中
で
首
長
が
判

断
す
る
と
い
う
の
が
私
は
い
い
の

議会だより 
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市議会を傍聴して 
みませんか 

 

銀 行 

市 役 所 

駐 車 場 

至朝霞駅 

玄 関 傍
聴
席
入
口 

傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴
席席席席席席席席席席席席席席席席席席席席入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
案
第
５７
号

朝
霞
市
女
性
セ

ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

女
性
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理

条
例

○
田
辺
淳
議
員

中
央
公
民
館
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
階
奥

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
物
置
を
改
修
し

て
、
女
性
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の
は
、

い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
市

長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
現
す
べ

く
、
急
ご
し
ら
え
で
女
性
セ
ン
タ

ー
を
設
置
す
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。

中
央
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
午
後
５
時
以
降
も
９
時

半
ま
で
利
用
で
き
る
は
ず
で
す
が
、

こ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
は
午
後
５
時

で
終
了
。
特
に
、
Ｄ
Ｖ
相
談
な
ど

の
機
能
で
は
、こ
の
中
央
公
民
館
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
事
務

室
と
の
連
携
が
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ

う
か
？

○
総
務
部
長

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
一

時
保
護
と
い
う
ケ
ー
ス
の
中
で
、

平
日
は
市
役
所
が
相
談
業
務
を
行

い
、
休
日
・
夜
間
に
お
い
て
は
警

察
で
行
う
と
い
う
、
こ
れ
は
埼
玉

県
の
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
で
設
け

て
い
ま
す
手
引
の
中
に
も
そ
の
よ

う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
手
続
を
考
え
た
う
え
で
の
時

間
設
定
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
中
央
公

民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
相
談
業
務
を
行
う
と
い

う
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

予
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
話
に
来

た
方
に
ど
の
よ
う
な
ご
案
内
を
で

き
る
か
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
設

定
し
て
、
そ
れ
を
中
央
公
民
館
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
職
員

と
共
有
を
し
た
い
と
い
う
考
え
で

い
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

１
件
を
審
議

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
で
、

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

消
費
税
増
税
の
実
施
に
反
対
の
意

見
書長

期
に
わ
た
っ
て
景
気
が
低
迷

し
て
い
る
我
が
国
を
、
東
日
本
大

震
災
と
福
島
原
発
事
故
が
襲
い
、

大
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
こ

か
ら
の
打
開
、
建
て
直
し
は
、
ま

さ
に
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
建
設

的
な
努
力
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
中
で
、
民
主
党
、
自
民
党
、

公
明
党
の
党
首
会
談
が
開
か
れ
、

消
費
税
増
税
法
案
が
強
行
採
決
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
消
費
税
増
税
と

あ
わ
せ
、
法
人
税
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
高
額
所
得
者
の
減
税
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国

の
財
政
危
機
は
さ
ら
に
深
刻
と
な

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

消
費
税
増
税
は
、
中
小
業
者
や

農
業
者
な
ど
消
費
税
を
転
嫁
が
で

き
な
い
階
層
に
大
き
な
打
撃
と
な

り
ま
す
。

国
民
所
得
は
さ
ら
に
低
下
を
も

た
ら
し
、
雇
用
条
件
の
悪
化
や
地

域
経
済
の
衰
退
を
招
く
こ
と
は
必

至
で
す
。

消
費
税
増
税
法
が
強
行
さ
れ
た

以
降
で
も
、
「
消
費
税
大
増
税
の

実
施
を
許
す
な
」
の
国
民
の
声
は

拡
大
し
、
ど
の
世
論
調
査
で
も
国

民
は
過
半
数
を
超
え
て
消
費
税
増

税
に
反
対
と
答
え
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
民
多
数

の
民
意
に
反
す
る
消
費
税
増
税
の

２
０
１
４
年
４
月
実
施
を
強
く
反

対
し
、
中
止
を
求
め
ま
す
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出

し
ま
す
。

否
決
（
賛
成
少
数
）

《
人
事
案
件
》

星
野
議
員
か
ら
民
生
常
任
委
員

会
副
委
員
長
お
よ
び
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
の
辞
任
願
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
会
で
互
選
が
行
わ
れ
、
次
の
よ

う
に
決
定
し
ま
し
た
。

（
◎
委
員
長

○
副
委
員
長
）

民
生
常
任
委
員
会

◎
神
谷

大
輔

○
遠
藤

光
博

石
原

茂

星
野

文
男

石
川

啓
子

黒
川

滋

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◎
遠
藤

光
博

○
高
橋

勅
幸

松
下

昌
代

山
口

公
悦

佐
野

昌
夫

田
辺

淳

獅
子
倉
千
代
子

小
山

香

黒
川

滋

傍
聴
席
の
入
口
は
、
市
役
所

庁
舎
玄
関
に
向
か
っ
て
右
方
向
に

あ
り
ま
す
。

次
回
定
例
会
の
開
会
日
は

１１
月
２７
日
㈫
の
予
定
で
す

※
請
願
の
提
出
は
、
１１
月
２０
日

㈫
午
後
５
時
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

議会だより 
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